
  

公益財団法人環境科学技術研究所における調査研究評価の実施結果について 

「被ばく線量評価法及びα放射性核種に関する調査」中間評価 

 

公益財団法人 環境科学技術研究所 

 

 公益財団法人環境科学技術研究所においては、調査研究活動の効率化及び活性化を図るこ

とを目的として、調査研究課題について、外部の評価者による評価を実施しています。今般、

「被ばく線量評価法及びα放射性核種に関する調査」の中間評価を行いました。その概要は

以下のとおりです。 

 

１．被ばく線量評価法及びα放射性核種に関する調査の概要 

① 調査研究内容 

六ヶ所村及び青森県の主要都市の生活環境において、環境γ線線量率の測定と個人

の環境γ線被ばく線量率の測定を実施して、青森県民の生活実態に即した外部被ばく

線量を得る。尾駮沼に生息する水生生物の自然被ばく線量の評価法を確立する。さら

に、六ヶ所村内の環境中における天然アルファ線放出核種等の分布とその濃度レベル

を明らかにする。 

② 調査研究期間 

平成 23年度〜平成 27年度（5年間） 

③ 調査研究結果 

1) 六ヶ所村、むつ市及び青森市の生活環境における環境γ線線量率を明らかにするため

に、これらの地域の屋内職場環境、学校、住宅及び屋外において環境γ線線量率の測

定を行った。さらに、生活実態に沿った外部被ばく線量率のデータを得るために、そ

れぞれの地域において働く個人を対象に、季節別に各 1週間、個人の環境γ線被ばく

線量率を測定した。 

2) 尾駮沼に生息するアマモ、ワカサギ及びニシン中天然放射性核種等濃度と尾駮沼等に

おける水中の線量率を測定した。さらに、これらの水生生物の被ばく線量率計算に使

用する簡易ボクセルファントムをそれぞれ作成した。 

3) 六ヶ所村内の未耕地、畑地及び水田土壌を採取して、これらの天然アルファ線放出核

種等の鉛直分布を調べるとともに、逐次抽出法により存在形態を明らかにした。 

4) 尾駮沼及び尾駮川の湖水及び河川水を採取して、これらの天然α線放出核種等濃度の

季節変動を明らかにした。さらに、これらの地点において堆積物を採取して、天然ア

ルファ線放出核種等の鉛直分布を明らかにした。 

5) 大気降下物及びエアロゾルを環境研構内において約 1週間間隔で採取し、天然アルフ

ァ線放出核種等濃度とその変動範囲を明らかにした。 

 

２．評価の概要 

① 評価の種類：中間評価 



  

② 評価実施期日：平成 26年 3月 6日 

③ 評価結果 

本調査の全体としての調査計画は適切であり、達成目標についても妥当であるが、

個人の環境γ線線量率の調査で使用する個人線量計の校正方法や別の種類の線量計

を検討しながら調査を進めること。大気降下物やエアロゾル中α線放出核種濃度の

変動要因を検討して欲しい。得られた成果は、学術論文としてまとめて発表して行

くことが必要である。 

 

３．評価に対する対処方針 

使用する線量計の測定の正確さや精度については、平成 26 年度に校正方法の検討を

行うとともに、別の種類の線量計の使用も検討する。大気降下物及びエアロゾル試料

中濃度の変動要因を検討するため、1 週間の日変動を調査して、これらの濃度変動の

原因を考察する。得られた調査結果は、学術誌へ投稿する。 
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